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る。本研究において対象とした三井寺切は，縦 27.3 cm，横 8.2 cm であり，無界で天地一杯に一行
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　本研究において年代測定に供した試料は計 4 点である（表 1）。一点は，上述の伝円珍筆三井寺
切紙背『文選注』断簡（Sample No. 1）であり，他の三点は，結果を比較すべく測定した奈良時代
書写の古写経切（Sample No. 2～4）である。
　Sample No. 2，3 はともに天平期（729–749 頃）に書写された経典の断簡である。Sample No. 2 は
大般若経巻 426，No. 3 は華厳経が書写された経切である。特に後者は紺紙に銀字で書かれた装飾
経であり，代表的な天平経である。東大寺二月堂に伝来した華厳経（60 巻本，東大寺には 2 巻が
現存する）の断簡であり，寛文 7（1667）年の二月堂の火災に際し天地に焼け焦げが生じたため二
月堂焼経といわれる。天平 16（744）年に東大寺で行われた華厳会に供されたものと考えられている。
　Sample No. 4 は魚養経ないし薬師寺経とよばれる大般若経の断簡であり，朝野魚養が伝承筆者
とされている。生没年は不詳であるが，朝野魚養は奈良末期から平安初期（桓武朝）の官僚であり，




　これら古筆切・古写経切の余白部分から数 mg の紙片を採取し試料とした。Sample No. 1 およ
び No. 3 については，裏打紙が施されていたため蒸留水中にて剝離した。次いで，蒸留水中にて超
音波洗浄を行った。これらを 1.2 N HCl（60℃，2 h × 5 回），1.2 N NaOH（60℃，2 h × 5 回），1.2 N 
HCl（60℃，1 h × 3 回）での交互洗浄に供した。蒸留水中での洗浄後，真空デシケーター中にて
乾燥させた。これら試料からのグラファイト合成と Compact–AMS（アメリカ NEC 社製 1.5 SDH）
による 14C 年代測定を（株）パレオ・ラボに依頼した。測定された 14C 年代は INTCAL04［Reimer 
et al., 2004］によって較正年代に換算した。得られた結果を表 2 に示した。
表1　古筆切資料一覧
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い値を示す old wood effect という現象がある［例えば，Oda et al., 2004］。原料となった木材の最外
年輪が文化財に残されていることは少ない。較正年代は測定した部位の年輪が生育した年代を示す
ものであるため，原料木材の最外年輪を測定試料としていない際，得られる結果は木材の伐採年代
よりも古い年代となる。これが old wood effect の主要な原因である。また，もう一つの原因は，
伐採後に長期間保存された木材が文化財の原料として利用された際に，伐採年代と制作年代との間
に年代差が生じるところにある。測定部位の生育年代，原料木材の伐採年代，文化財の制作年代の
差異が old wood effect の原因となるのである。和紙も楮・雁皮などの低潅木から生産される一種
の木製文化財である。しかし，その原料には生育期間の短い枝が利用されること，また長期保存に
伴い硬化し墨での筆書に適さなくなる「風邪をひく」現象を起すため生産から消費までの期間が短
いことから，古文書等の old wood effect による年代のずれは数年程度と考えられる。また，書写
年代の既知である古文書・古経典について 14C 年代測定を行った研究例からも，和紙の old wood 
effect が小さく，その較正年代は書写年代を含む値となることが示されている［Oda et al., 2000 Oda 
et al., 2003］。本研究においても，奈良時代の古写経切（Sample No. 2～4）について得られた較正
年代は，書写年代を含む値を示している。ゆえに，伝円珍筆三井寺切料紙の元々の表面に『文選注』
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Miidera-gire is an ancient Japanese paper sheet with different calligraphies on both sides. On one 
side, a part of a Buddhist scripture has been written in cursive hand of Heian period （about 9th–12th 
century）. The other side has a part of Monzen-chu （an anthology of Chinese literary works）. The pale-
ographical style of Monzen-chu seemed to be older than that of the Buddhist scripture and was similar 
to some Chinese manuscripts written in the Tang Dynasty （AD 618–907）. However, amid these elegant 
calligraphies, many copies and counterfeits written several centuries later are in circulation. We, there-
fore, measured the radiocarbon age of Miidera-gire by accelerator mass spectrometry. The calibrated 
radiocarbon age indicated 666–776 ［cal AD］ （2σ error）. It concluded that the Monzen-chu was written 
first on the obverse side, and the Buddhist scripture was written on the reverse side long afterwards. 
Because only a few incomplete books of Monzen written from the 9th century onwards remain, this cal-
ligraphy is one of the oldest examples among the extant manuscripts of Monzen.
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